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判定-２
②隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険度

被害を受けそうだが、危険性の程度が不明確
な場合は、Ｂランクと判定する。

③地盤破壊による建築物全体の沈下
・Ａランク 0.2ｍ以下の範囲
・Ｂランク 0.2ｍを超え、1.0ｍ以下の範囲
・Ｃランク 1.0ｍを超えた範囲

④不同沈下による建築物全体の傾斜
・Ａランク 1/60以下の範囲
・Ｂランク 1/60を超え、1/30以下の範囲
・Ｃランク 1/30を超えた範囲

建築物の全体沈下と全体傾斜の被害例

建築物の全体沈下と全体傾斜の被害例

建築物の全体傾斜が２度以上の被害例 全体沈下が１ｍを超える被害例
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１階柱の破壊による部分傾斜の被害例

柱の損傷に伴う大きな水平変形の被害例

柱、壁の被害

● 構造躯体の損傷状況については、被害の最
も大きい階を調査する。

● ラーメン構造では最も被害の著しい方向の
柱の被害に着目して判定する。

● 梁の被害が柱の被害よりも顕著な場合は、
梁の損傷度を接する柱の損傷度に読みかえ
て判定する。

● 壁式構造の場合は柱の本数を壁の長さに読
みかえて調査する。判定の対象になる壁は、
幅４５ｃｍ以上の耐震壁とする。

調査率

● 判定結果が「調査済」となるような場合に
は、調査率が少なくとも５０％以上となる
ようにする

調査率＝
調査階での調査した柱本数（壁長さ）

調査階での柱総本数（壁総長さ）

判定-２

⑤ 損傷度Ⅴの柱の本数／調査柱本数

・Ａランク １％以下の範囲

・Ｂランク １％を超え、10％以下の範囲

・Ｃランク 10％を超えた範囲

⑥ 損傷度Ⅳの柱の本数／調査柱本数

・Ａランク 10％以下の範囲

・Ｂランク 10％を超え、20％以下の範囲

・Ｃランク 20％を超えた範囲
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●危険：建築物の沈下、傾斜、または構造躯体
の被害のいずれかに対して１つ以上の
Ｃランクがある場合。
Ｃランクが無くても、Ｂランクが２つ
以上ある場合。

●要注意：建築物の沈下、傾斜、または構造躯
体の被害のいずれかに対して１つのＢ
ランクがある場合。

●調査済：「危険」又は「要注意」に該当しな
い場合。

判定-２

２．隣接建築物・周辺地盤等及び
構造躯体に関する危険度の判定

判定ー１と判定ー２のうち、大きな
ほうの危険度で判定する

１．「調査済」（要内観調査）

２．「要注意」

３．「危険」

３．落下危険物、転倒危険物
に関する危険度

落下危険物、転倒危険物全体の判定基準
Ａランク：危険性がないと考えられる場合
Ｂランク：被害の危険性が相対的に低い場合、

または予測される被害が比較的軽い場合
Ｃランク：既に傾いていたり、支持するものが

壊れていて落下する危険性が高い場合

①窓枠・窓ガラス ②外装材 湿式の場合
③外装材 乾式の場合 ④看板・機器類
⑤その他
（ブロック塀、自動販売機、バルコニー、煙突）

●危険 ：落下あるいは転倒危険物に関する調
査項目について１つ以上のＣランク
がある場合。

●要注意：落下あるいは転倒危険物に関する調
査項目について１つ以上のＢランク
がある場合。

●調査済：「危険」又は「要注意」に該当しな
い場合。

３．落下危険物、転倒危険物
に関する危険度
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落下危険物のＣランクの例 落下危険物の
Ｃランクの例

鉄骨外階段の
ＡＬＣ板の
落下危険性

落下危険物
のＣランク
の例

総合判定

総合判定の判定方法

● 調査の「１ 一見して危険と判定され
る。」で危険な場合には「危険」

● それ以外は、調査の「２ 隣接建築物・周
辺地盤等及び構造躯体に関する危険度」と
「３ 落下物・転倒危険物に関する危険
度」の調査結果のうち、大きい方の危険度
で判定する。
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コメント欄の記入方法

● コメント欄の内容は、判定ステッカーの
注記欄と同じ内容にする。

● 構造躯体が危険なのか、あるいは落下物
等が危険なのか、具体的に読んだ人が判
断できるようにする。

● 立入注意の範囲、ブロック塀等、特に安
全上の必要な場合も記入する。

コメントの記入例

● 隣接建築物が倒れ込む危険があります。

● 擁壁が崩壊し、建築物が倒壊するおそれがあ
り、危険です。

● 構造躯体である１階の柱が大きな損傷を受け
ており、危険です。

● 建築物の基礎構造の破壊により建築物全体
が沈下しており、要注意です。

● 屋外看板が落ちかけており、危険です。

● 屋外階段付近が危険です。近づかないように
してください。

熊本地震
における
被害事例

熊本地震における被害事例

熊本地震における被害事例 熊本地震における被害事例
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応急危険度判定
被災度区分判定の考え方

東日本大震災で見られた被害

1階が層崩壊した例
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1階が層崩壊した例 1階が層崩壊した例

柱が破壊し、床の沈下が起こった例 柱が破壊し、床の沈下が起こった例

構造部材が損傷を受けた例 構造部材が損傷を受けた例
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構造部材が損傷を受けた例 非構造壁の被害

非構造壁の被害

耐震壁の被害
被災度区分判定基準より

損傷度Ⅲ

2mm程度の斜めひ
び割れが生じてい
るが、コンクリー
トの剥落、圧壊は
ほとんどない。

損傷度Ⅲ

壁に斜めひび割れが生じ、梁下部分の壁板と
の境界部に滑りによるひび割れが見られる。
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損傷度Ⅳ

仕上げコンクリートの剥落が激しく、2mmを
超える斜めひび割れが多数発生しているが、

鉄筋の座屈や破断は見られない。

損傷度Ⅳ

斜めひび割れが生じ、
梁下部分の壁板との
境界部に滑りによる

ひび割れと一部壁縦筋
の変形が見られるが、
損傷は局所的である。

損傷度Ⅴ

壁に大きな斜めひび割れが生じ、
コンクリートが崩れ落ち、壁の
向こう側が透けて見える。

損傷度Ⅳ（Ⅲ）
柱の一方向のせん断
破壊

柱右側の腰壁及び柱
左側のたれ壁の影響で、
写真の右方向への変形
に対する柱のクリアスパ
ンは左方向の場合より短
いため、右方向変形の
場合に柱がせん断破壊
している。

損傷度Ⅴ

鉄筋が曲がり、
内部のコンクリ

ートが崩れ落ち
ている。

一見して、柱
に高さ方向の変
形が生じている
ことがわかる。

Ｘ字形の斜め
せん断ひび割れ
が顕著である。


